


（２）産業用鉄系脱硫剤の開発	 

	 シュベルトマナイトの中和における適切な方法、反応条件を見出し、またその硫化水素吸着機能は、現在脱

硫剤として利用されているリモナイトと同等以上であることが明らかとなった。下水道汚泥を利用する発酵メ

タンガス生産と水蒸気接触改質による水素製造システム（水素ステーション等への供給等）の開発が産業規模

で進んでおり、脱硫剤の需要は非常に大きい。中和殿物の適切な処理により鉄系脱硫剤としての開発を目指し、

製造、使用および回収と再利用のリサイクルシステム構築や経済性も含めて検討を行う。この事業の成功は大

きな販路となり、貯留問題の顕著な改善につながるため検討を継続する。	 

	 

（３）稲作用脱硫剤、および農業の害となる貝類の駆除剤としての開発	 

	 資材作成に用いた鶏糞焼却灰の化学組成を分析し、シュベルトマナイトの中和剤として用いたところ、リン

成分、およびミネラルが提供されることを確認し、農業用資材としての特徴が得られた。また鶏糞焼却灰中和

殿物の脱硫機能を実験的に確認し、農業用脱硫剤としても利用されているリモナイト以上の機能を有すること

が明らかとなった。また鶏糞焼却灰中和殿物からの２価鉄およびリン成分の溶出を実験的に確認し、これは脱

硫機能および植物が利用し得る成分提供が可能であることを示した。結果として鶏糞焼却灰中和殿物は脱硫機

能を有し、リン成分やミネラル提供が可能な農業用資材であることを示した。加えて鶏糞焼却灰中和殿物はリ

ン酸鉄を主成分とする材料であることから、スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）等、農業において害となる

貝類の駆除剤としての可能性がある。今後も従来の農業用脱硫剤や鉄供給材、貝類の駆除剤との機能比較を精

査し、材料開発と販路開拓を行う。	 

	 

（４）固体酸触媒としての用途開発	 

	 シュベルトマナイト及び鉄殿物は酸性固体であり、その化学組成にも特徴があり、新規な固体酸触媒として

の機能に興味が持たれ、本年度試験研究ではその可能性を探ることとし、初期的な検討としてエステル化反応

およびアミド化反応について調査を行った。様々な基質を用い、反応条件や溶媒の検討を行い、結果として鉄

殿物に上記反応の触媒機能が見出された。今後さらに特徴的な機能を発揮し得る反応系の探索を行う予定であ

る。触媒機能としての特長が見出されれば、試薬等での実用化や販売を検討する。	 
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	 本試験研究は２０１９年度からの継続課題としてご支援頂きました。休止鉱山副産物利用に関する本研究成

果をもとに多くの企業等との連携構築が進み、その機能評価や実用化への方向性を見極める貴重な機会となり

ました。今後もこれまでの研究成果をもとに、機能性材料開発、用途等の調査を継続的に行い実用化を進め、

休止鉱山澱物貯留問題の改善を目指します。最後に、３年間の試験研究助成に心からお礼申し上げます。	 

	 

以上	 	 	 




